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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●　

月　

日（
土
）は

１２

１３

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●　

月
１
日（
月
）・
８
日（
月
）・

１２
　

日（
月
）・　

日（
月
）は

１５

２２

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
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ダ
イ
ヤ
ル
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●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.sia.go.jp/

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ
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支
所
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活
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国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、

世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の
制
度

で
す
。
あ
な
た
の
納
め
る
保
険
料

が
高
年
齢
世
代
の
生
活
を
支
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
あ
な
た

や
家
族
が
将
来
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら

送
付
さ
れ
る
「
国
民
年
金
保
険
料

納
付
案
内
書
」
で
、
金
融
機
関
・

郵
便
局
、
ま
た
は
近
く
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
く

だ
さ
い
。

　

お
得
な
割
引
の
あ
る
前
納
制
度
、

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
制
度
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
金
融

機
関
・
郵
便
局
の
窓
口
で
「
国
民

年
金
保
険
料
口

座
振
替
納
付
申

出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
く
だ

さ
い
。

●
付
加
年
金

　

本
人
の
申
し
出
に
よ
り
加
入
で

き
、
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料

（
４
０
０
円
）を
加
え
て
納
め
ま
す
。

　

付
加
年
金
の
年
金
額
は
、
２
０

０
円
×
付
加
年
金
保
険
料
納
付
月

数
で
す
。
例
え
ば
、　

年
納
め
る

１０

と
「
２
０
０
円
×
１
２
０
月
＝
２

４
、０
０
０
円（
年
額
）」
が
基
礎

年
金
額
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
を
受

け
て
い
る
方
お
よ
び
国
民
年
金
基

金
へ
加
入
し
て
い
る
方
は
付
加
年

金
へ
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
障
害
年
金

　

病
気
や
け
が
な
ど
に
よ
り
障
害

者
に
な
っ
た
場
合
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
れ
ば
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
中

に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や
け
が

で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
。

・
初
診
日
が　

歳
以
上　

歳
未
満

６０

６５

で
、
国
内
在
住
の
方
が
障
害
者

に
な
っ
た
と
き
。

・　

歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
方
が
、

２０障
害
者
に
な
っ
た
と
き
。

※
初
診
日
と
は
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
け
が
で
、
初
め

て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日

●
寡
婦
年
金

　

国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
と
し
て
の

保
険
料
納
付
済
期
間

ま
た
は
保
険
料
免
除

期
間
が　

年
以
上
あ

２５

る
夫
が
、
年
金
を
受
け
な
い
で
死

亡
し
た
場
合
に
、　

年
以
上
婚
姻

１０

期
間
が
あ
っ
た
妻
に
、　

歳
か
ら

６０

　

歳
ま
で
の
間
支
給
さ
れ
ま
す
。

６５
　

年
金
額
は
、
夫
の
基
礎
年
金
で

計
算
し
た
額
の
４
分
の
３
で
す
。

　

た
だ
し
、
妻
が
繰
り
上
げ
の
老

齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
の
加
入
者
や
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
の
あ
る
方
が

亡
く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
方
に
生

計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ

る
妻
」
ま
た
は
「
子
」
が
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・「
子
の
あ
る
妻
」…
亡
く
な
っ
た

方
の
妻
（
子
が
あ
る
場
合
）

・「
子
」…
亡
く
な
っ
た
方
の
子

※
子
は
、　

歳
未
満
ま
た
は　

歳

１８

２０

未
満
で
障
害
の
あ
る
場
合
に
限

ら
れ
ま
す
。

※
加
入
期
間
、
納
付
状
況
、
本
人

の
所
得
な
ど
の
受
給
要
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
相
談
く
だ
さ
い
。

●
死
亡
一
時
金

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
の
保

険
料
納
付
済
期
間
（
一
部
納
付
期

間
の
あ
る
方
は
そ
の
期
間
に
応
じ

て
計
算
し
た
期
間
）
が
３
年
以
上

あ
る
方
が
死
亡
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
死
亡
し
た
方
が
老
齢

基
礎
年
金
か
障
害
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
た
と
き
、
ま
た
は
そ
の

方
の
死
亡
に
よ
り
遺
族
が
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
短
期
在
留
外
国
人
の脱

退
一
時
金

　

国
内
在
住
の　

歳
以
上　

歳
未

２０

６０

満
の
外
国
人
も
、
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
済
期

間
（
一
部
納
付
期
間
の
あ
る
方
は

そ
の
期
間
に
応
じ
て
計
算
し
た
期

間
）
が
６
カ
月
以
上
あ
り
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
の
な
い
短

期
在
留
の
外
国
人
に
は
、
被
保
険

者
資
格
を
喪
失
し
て
、
国
内
に
住

所
を
有
し
な
く
な
っ
た
日
か
ら
２

年
以
内
に
請
求
を
行
え
ば
、
脱
退

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

に
は
独
自
給
付
が
あ
り
ま
す
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美
し
い
自
然
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に 

　

私
た
ち
は
、
石
油
や
電
気
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
、
快

適
な
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
が
、
こ
の
ま

ま
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
に
頼
っ

た
生
活
を
続
け
て

い
く
と
、
二
酸
化

炭
素
は
増
え
続
け
、

環
境
へ
の
負
荷
も

増
大
し
ま
す
。

　

家
庭
や
事
業
所
が
、
こ
れ
ま
で

の
暮
ら
し
や
事
業
活
動
を
見
直
し
、

「
で
き
る
こ
と
か
ら
」「
ち
ょ
っ
と

で
も
」
と
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
化
石
燃
料
の
使
用
を
減

ら
し
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
太
陽

光
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
上
手
に
取
り
入
れ
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

市
内
で
も
、
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど

の
廃
食
用
油
を
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
と
し
て
再
利
用
す
る
取
組

み
が
始
ま
っ
た
り
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
住
宅
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
、

少
し
ず
つ

「
ち
ょ
っ
と

で
も
」
で
き

る
取
組
み
を

進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

よ
り
良
い
環
境
を
次
の
世
代
へ 

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
」 

１１ 

環
境
基
本
計
画 

　

環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
た
目
標
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。今
回
は
、環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
た
め
、石
油
な
ど
の
化

石
燃
料
に
頼
っ
た
生
活
を
見
直
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
や
、
新
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
環
境
政
策
係
�　

－

9
0
1
7

21

●
ご
み
の
な
いき

れ
い
な
ま
ち
を
！

　

自
然
環
境
の
保
全
と
生
活
環
境

美
化
の
た
め
に
、
区
長
会
を
は
じ

め
、
各
種
団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
、
市
内
全
域
の
道

路
や
河
川
、
公
園
な
ど
の
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
約
３
万
５
千
人
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
可

燃
ご
み　

ト
ン
、
不
燃
ご
み　

ト

６８

１５

ン
、
土
砂　

ト
ン
を
回
収
し
ま
し

３１

た
。

●
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん

　

例
年
、
実
施
し
て
い
る
ク
リ
ー

ン
作
戦
で
す
が
、
ご
み
の
収
集
量

は
、
一
向
に
減
少
し
ま
せ
ん
。
ク

リ
ー
ン
作
戦
で
き
れ
い
に
な
っ
た

場
所
も
、
次
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
時

に
は
、
再
び
、
ご
み
が
あ
り
ま
す
。

ご
く
一
部
の
人
の
身
勝
手
な
行
動

で
景
観
を
損
ね
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
で

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど

を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

場
合
、
個
人
で
５
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、

法
人
で
１
億
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。

　

大
量
の
ご
み
の
投
棄
は
も
ち
ろ

ん
、
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
だ
後
、
何

気
な
く
ポ
イ
ッ
と
投
げ
捨
て
た
空

き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
殻
の
ポ
イ
捨

て
も
不
法
投
棄
に
な
り
ま
す
。

　
「
誰
も
見
て
い
な
い
か
ら
」「
自

分
さ
え
良
け
れ
ば
い
い
」
と
い
う

考
え
で
は
な
く
、
捨
て
ら
れ
た
ご

み
を
回
収
す
る
人
に
大
き
な
迷
惑

が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
、

美
し
い
豊
岡
の
自
然
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
、
責
任
あ
る
行
動

を
取
り
、
ご
み
の
不
法
投
棄
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
適
正
処
理
に
協
力
く
だ
さ
い

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
の
中
に

は
、
通
常
の
家
庭
ご
み
で
収
集
で

き
る
ご
み
や
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
で

処
理
で
き
る
ご
み
も
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
各

家
庭
に
配
布
し
て
い
る
「
家
庭
ご

み
の
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
手
引

き
」で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
出
し
方
が
分
か
ら
な
い

時
は
、
生
活
環
境
課
に
電
話
な
ど

で
確
認
の
上
、適
正
に
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

○
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
応
の
機
器

を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

○
冷
暖
房
温
度
を
適
切
に
設
定

し
ま
し
ょ
う（
夏　

度
、
冬　

２８

２０

度
）。

○
自
動
車
の
利
用
を
控
え
、
運

転
す
る
時
は
、
ア
イ
ド
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
個
人
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
き
れ
い
に
す

る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
に
対
し

て
意
識
を
持
ち
、
ク
リ
ー
ン
作
戦

の
必
要
が
な
い
ま
ち
に
な
れ
ば
と

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

▲クリーン作戦（小田井）

●
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

市
で
は
、
不
法
投
棄
防
止
の
た

め
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発

看
板
、
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

不
法
投
棄
の
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
警
察
と
連
携
し
て
、

摘
発
す
る
よ
う
対
処
し
て
い
ま
す
。

　

法
律
で
は
、
不
法
投
棄
を
し
た


